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第1章 設計概要 

1.1 業務の目的 

本業務は，鎌倉市鎌倉山一丁目 21番 地内の法面防護を行うにあたり，法面状況の調査，地質構成

等を把握するためのボーリング調査，地形測量を行い，法面防護に係る実施設計を行うことを目的と

する。 

1.2 業務の基本内容 

(1) 業 務 名：(仮称)扇湖山荘実施設計策定業務委託 

(2) 履 行 区 間：鎌倉市鎌倉山一丁目 21番 地内（図 1及び図 2の位置図参照） 

(3) 工 期：平成 24年 12月 28日～平成 25年 3月 22日 

(4) 発 注 者：鎌倉市 都市整備部 公園課 

(5) 受 注 者：三井共同建設コンサルタント株式会社  
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図 2 設計位置図(2)（特記仕様書より） 
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1.3 業務項目 

本業務の業務項目を下表に示す。

表 1 業務項目 

項目・工種・種別・細別 規 格 単位 
数 量 

当初 変更 
摘 要 

Ⅰ．実施設計業務  式 1 1 

法面工 

Ⅱ．地質調査業務 

地質調査 

箇所 3 3 

式 1 1 

設計計画，設計条件の確認， 

比較形式選定，設計計算， 

設計図，協議用資料作成， 

工事費算出，比較一覧表作成，

照査，報告書作成 

深度 50m以下,φ86mm 

固結ｼﾙﾄ・固結粘土 鉛

直下方 

箇所 

(m) 

2 

(20) 
-- L=20m(10m/箇所×2箇所) 

土質ボーリング 
深度 50m以下,φ66mm 

粘土・ｼﾙﾄ， 
箇所 

(m) 

粘土・ｼﾙﾄ：11ｍ， 

(23) 砂・砂質土：12ｍ 

土質試験 式 1 1 

標準貫入試験 

解析等調査 

固結ｼﾙﾄ・固結粘土 

粘土・ｼﾙﾄ， 

砂・砂質土 

回 14 -- 

回 -- 23 

式 1 1 

固結シルト・固結粘土 

14 回(7回/箇所×2箇所) 

粘土・ｼﾙﾄ：10回， 

砂・砂質土：13回 

既存資料の収集・現地調査  業務 1 1 

資料整理とりまとめ 

断面図等の作成 

統合解析とりまとめ 

Ⅲ．用地測量業務 

業務 1 1 

業務 1 1 

業務 1 1 

地形測量 1/500 

路線測量 

Ⅳ．打合せ協議 

打合せ協議 

式 1 1 

式 1 1 

式 1 1 

4,800m2 

仮 BM測量 0.15km 

縦断測量 0.13km 

横断測量 0.27km 
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1.4 使用する主な図書および基準類 

使用する主な図書及び基準を下表に示す。 

表 2 使用する主な図書および基準類 

適用基準図書 発行年月日 発行先 略 称 

【鎌倉市・神奈川県基準類】    

測量･調査･設計業務共通仕様書 平成 16 年 4 月 神奈川県県土整備局 [共通仕様書] 

特記仕様書 平成 24 年 月 鎌倉市 [特記] 

道路設計の手引き 平成 17 年 4 月 神奈川県県土整備局 [手引き] 

【その他 代表的な基準類】    

新・斜面崩壊防止の設計と実例 

-急傾斜地崩壊防止工事技術指針- 

改訂新版 建設省河川砂防技術基準（案） 

同解説   調査編

改訂新版 建設省河川砂防技術基準（案） 

同解説   設計編Ⅱ

国土交通省河川砂防技術基準同解説 

計画編

グラウンドアンカー設計・施工基準、 

同解説 （JGS4101-2012）

平成 19 年 9月 (社)全国治水砂防協会 [急傾斜地防止指針] 

平成 9年 10 月 (社)日本河川協会  

平成 9年 10 月 〃  

平成 17 年 11月 〃  

平成 24 年 5 月 地盤工学会  

道路土工要綱 平成 21 年 7 月 (社)日本道路協会 [土工要綱(H21)] 

道路土工-擁壁工指針 平成 24 年 7月 〃 [擁壁工指針(H24)] 

道路土工－切土工・斜面安定工指針 平成 21 年 6 月 〃 [斜面安定工指針(H20)] 

落石対策便覧 平成 12 年 6 月 〃 [落石便覧] 

切土補強土工法設計・施工要領 平成 19 年 1 月 NEXCO [切土補強(H19)] 

地盤調査の方法と解説 平成 16 年 9 月 地盤工学会 [地盤調査の方法] 

物理探査適用の手引き 平成 20 年 10月 物理探査学会 [物理探査の手引] 

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ設計・施工要領 平成 19 年 8 月 地盤工学会 [ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ基準(2000)] 
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第2章 施設の概要 

せん こ

(1) (仮称)扇湖山荘の概要 

扇湖山荘は 2010.10 に旧三和銀行(東京三菱銀行)より鎌倉市に寄贈され、山荘および庭園は歴

史的価値のある施設である。また、現在は一般公開していない。 

【出典】鎌倉市 HPより 

http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/kisya/data/2012/documents/senkosansousisetugaiyou.pdf 
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(2) 事業計画 

「平成 24 年度 後期実施計画における主な重点事業」の中で、 (仮称）扇湖山荘の事業計画は

下記のとおりである。 

【(仮称)扇湖山荘の事業計画】 

事 業 名：(仮称)扇湖山荘の整備・活用

事 業 目 標：危険箇所の防災工事を完了させるとともに、活用を向けた調整を進めます。

事 業 工 程：平成 24 年度 実施設計業務，用地測量，地質調査，維持管理

平成 25・26 年度 防災工事，維持管理

平成 27 年度 維持管理

【出典】鎌倉市 HPより 

http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/kisya/data/2012/documents/20120208_siryou2.pdf 
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第3章 予備設計の結果 

図 3に示す 3箇所の対策工予備設計を行った。 

測量・地質調査および現地踏査結果を踏まえ、崩壊形態を想定し、最適となる対策工法の選定

を行った。 

予備設計結果として、次頁以降に対策工比較一覧表(設計箇所①、設計箇所②)、構造形式選定

フロー(設計箇所③)、対策工図を示す。 

設計箇所 
想定される

崩壊形態 

図 3 設計箇所の位置図 

表 3 比較検討案および最適検討案一覧表 

比較検討案 最適案 備  考 

すべり崩壊       ＋鉄筋挿入工 

設計箇所② 第 1案 吹付枠工 

＋鉄筋挿入工

第 2案 高強度ネット工 

＋鉄筋挿入工

＋表面排水工(水路・管路工) 

＋のり面保護工(植生土のう) 

＋表面排水工(水路・管路工) 

＋のり面保護工(厚層基材吹付工) 

＋表面排水工(水路・管路工) 

＋のり面保護工(植生土のう) 

＋表面排水工(水路・管路工) 

＋のり面保護工(厚層基材吹付工) 

設計箇所③ 小さな岩塊

の落石 
覆式落石防護網工 ○ 

周辺の「切通し」斜面対策と 

同一対策 
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設計箇所① 崖錐 

(崩積土) 

の 

第 1案 吹付枠工 

＋鉄筋挿入工

第 2案 高強度ネット工 
○ 

○ 
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表 4 課題及び対策方針一覧表 

項   目 課題点 対策方針 対策工 

共通 施設 

(仮称 

扇湖山荘)

び庭園等の施設は、 考える。 

歴史的価値のある施

設である。 

・地形改変を伴う「切

土」は行わない。 

H=2.7m)が施工上の 策工を選定する。 

制約条件となる。 

・構造形式比較の施工

性でコメントする。 

・駐車場周辺の生け

垣が施工上の制約条

件となる。 

・駐車場周辺の生け垣は、施工

時おいては一時撤去し、工事完

了後に復旧するを前提とする。 

・生垣は制約条件とし

ない。 

風致地区 

な自然景観を維持保 を考える。 

全する。 

・地形改変を伴う「切

土」は行わない。 

急傾斜地崩壊 

危険区域，

土石流 

危険渓流区域

指定されている。 

・ただし、対策工事

は完了している。 

が完了しているため、急傾斜地

対策事業で想定している大規

模崩壊ではなく、小規模崩壊を

考える。 

・小規模崩壊の対策と

する。 

遺跡・文化財 ・鎌倉山神社等を含

め、重要な遺跡・文

化財がある。 

・調和を考慮した対策を考え

る。 

・地形改変を伴う「切

土」は行わない。 

設計箇所① 

設計箇所② 

地質 

(想定される 

崩壊形態)

崩壊しやすい地質で に応じた対策を考える。 

あり、また、基盤と

考えられる固結度の

低い砂岩は安定上、

注意が必要な地盤で

ある。 

・在来工法と新工法と

考え、検討する。 

設計箇所③ ・固結度の低い砂岩

であり、浸食の違い

ある地盤である。 

・落石規模を想定し、その規模

に応じた対策を考える。 

とする。 

・落石対策工(覆式落

石防護網工)を考え

る。 

- 9 -

・(仮)扇湖山荘およ ・施設と調和を考慮した対策を

・入口門扉(W=2.5ｍ、 ・入口門扉に支障とならない対

・都市における良好 ・自然との調和を考慮した対策

・設計箇所の一部が ・急傾斜地対策事業は対策工事

・崖錐(崩積土)は、 ・崩壊規模を想定し、その規模

による落石の恐れが ・周辺の同様な対策工法を参考
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表 5 設計箇所① 比較一覧表 

第1案 吹付枠工＋鉄筋挿入工案 第2案 高強度ネット工＋鉄筋挿入工案 第3案

標

準

断

面

図

工 法 概 要

沢部崩壊斜面を鉄筋挿入工で補強し、表層の緩んだ斜面の安定を確保する。のり面保護
工には、吹付枠工を併用し、枠内には植生土のうを詰め、中抜けを防止する。
沢部表層崩壊の誘因となる上部斜面から沢部に進入する表流水に対しては、沢部上部に 
水路工を設け、沢のサイドに設置した高密度ポリエチレン波状管により、沢の流末部へ導き放
流する。

沢部崩壊斜面を鉄筋挿入工で補強し、表層の緩んだ斜面の安定を確保する。のり面保護
工には、高強度ネット工を併用し、植生基材を吹き付け、中抜けを防止する。
沢部表層崩壊の誘因となる上部斜面から沢部に進入する表流水に対しては、沢部上部に
水路工を設け、沢のサイドに設置した高密度ポリエチレン波状管により、沢の流末部へ導き放
流する。

工 種
鉄筋挿入工(SD工法) 

吹付枠工

植生土のう工

集排水路工

工 事 費 集水桝工
高密度ポリエチレン波状管

規 格 単位 数 量 規 格 単位 数 量 規 格 単位 数 量 単価(千円) 金額(千円) 摘 要
鉄筋挿入工(SD工法)

高強度ネット工

植生基材吹付工

集排水路工

集水桝工
高密度ポリエチレン波状管

施 工 延 長

全 体 当 り

千円単位

切り捨て

直 接 工 事 費 計 直 接 工 事 費 計 直 接 工 事 費 計

工 事 費
用地追加買収

（諸経費 78 ％込み） 改め 工 事 費 （諸経費 80 ％込み） 改め 工 事 費 （諸経費 ％込み） 改め

㎡ 用地追加買収 ㎡

工 事 費 合 計 24,626 ( 1.12 ) 工 事 費 合 計 22,014 ( 1.00 ) 工 事 費 合 計

経 済 性 ： 吹付枠工がネット工と比較すると高価なため、工費は高くなるが、施工条件 経 済 性 ： ネット工が比較的安価なため、工費は安くなる。施工条件が悪いため、若干 経 済 性 ：

が悪く、市場単価外となるため実際は更に工費は高くなる。 割高になるが、吹付枠工ほどの影響はない。

△ ○

施 工 性 ： 現場へ侵入するための門が小さく、小型車両しか進入出来ないため、全体的 施 工 性 ： 現場へ侵入するための門が小さく、小型車両しか進入出来ないため、全体的 施 工 性 ：

に施工性は非常に劣る。吹付枠工の吹き付けプラントを公園内に設置する場

合は、距離は短くなるが、材料搬入の能率が非常に悪くなる。公園外に設置

する場合は、材料は能率的に確保出来るが、配管距離が非常に長くなり、高
比 較 検 討 圧送による吹付が必要となり、どちらの案においても経済性への影響が大きい

施工となる。また、中詰め土のう工についても施工性は劣る。

鉄筋挿入工の施工は、単管足場等の設置がし辛い斜面であるため、施工性

を考慮してロープ足場での施工が可能な、SD工法を提案するが、一般的に施

工性は劣る。

に施工性は非常に劣る。高強度ネット工は、吹付枠工用のプラント等の必要性

がなく、軽量であるため、地形的に能率は低下しても、吹付枠工と比較すると

施工性は良い。植生基材の吹付けについては、公園外から通常の吹付が可

能である。

鉄筋挿入工の施工は、単管足場等の設置がし辛い斜面であるため、施工性

を考慮してロープ足場での施工が可能な、SD工法を提案するが、一般的に施

工性は劣る。

△ ○

安 全 性 ： 比較的剛な構造物である吹付枠工で面的に抑えるため、安定度は高いが、 安 全 性 ： 恒久構造物である高強度ネット工で面的に抑えるため、安定度は高い。植生 安 全 性 ：

植生土のうについては時間の経過と共に劣化し、徐々に流れていくことが懸念

される。長期的な維持管理が必要である。

施工は可能であるが、吹付枠工等に対して施工条件が非常に悪い。工費も更に高くな

基材は、時間の経過と共に流れることが懸念されるが、植生がネットに絡めば

△ 小規模な土砂流出についても安定度は高まる。 ○

施工条件は悪いが、比較的施工がしやすい工法である。工費も比較的安くなる傾向で

総 合 評 価
る可能性が高い。 ある。高強度・高耐久のネット工はいくつかの工種があるため、設置のしやすいものや

△ シート系の植生工と組み合わせることにより、更に土砂流出に対しての安定度の向上も ○
可能である。
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摘 要 工 種 摘 要単価(千円) 金額(千円) 単価(千円) 金額(千円) 工 種

D19 , L=3.50m/本 本 117.0 60.400 7,066
300×300 , 1.5m×1.5m ㎡ 263.1 19.000 4,998

袋 1,010.0 0.800 808

PU-300×300 m 9.6 12.000 115

800×800×1000 箇所 1.0 85.000 85

φ600 m 63.6 12.000 763

13,835

24,626

D19 , L=3.50m/本 本 117.0 67.300 7,874
φ3.2mm , #143×83 ㎡ 263.1 9.300 2,446

t=3cm ㎡ 263.1 3.600 947

PU-300×300 m 9.6 12.000 115

800×800×1000 箇所 1.0 85.000 85

φ600 m 63.6 12.000 763

12,230

22,014
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表 6 設計箇所② 比較一覧表 

第1案 吹付枠工＋鉄筋挿入工案 第2案 高強度ネット工＋鉄筋挿入工案 第3案

標

準

断

面

図

工 法 概 要

沢部崩壊斜面を鉄筋挿入工で補強し、表層の緩んだ斜面の安定を確保する。のり面保護
工には、吹付枠工を併用し、枠内には植生土のうを詰め、中抜けを防止する。
沢部表層崩壊の誘因となる上部斜面から沢部に進入する表流水に対しては、沢部上部に 
水路工を設け、沢のサイドに設置した高密度ポリエチレン波状管により、沢の流末部へ導き放
流する。

沢部崩壊斜面を鉄筋挿入工で補強し、表層の緩んだ斜面の安定を確保する。のり面保護
工には、高強度ネット工を併用し、植生基材を吹き付け、中抜けを防止する。
沢部表層崩壊の誘因となる上部斜面から沢部に進入する表流水に対しては、沢部上部に
水路工を設け、沢のサイドに設置した高密度ポリエチレン波状管により、沢の流末部へ導き放
流する。

工 事 費

施 工 延 長

全 体 当 り

千円単位

切り捨て

工 種
鉄筋挿入工(SD工法) 

吹付枠工

植生土のう工

集排水路工

集水桝工
高密度ポリエチレン波状管

規 格 単位 数 量 規 格 単位 数 量 規 格 単位 数 量 単価(千円) 金額(千円) 摘 要
鉄筋挿入工(SD工法)

高強度ネット工

植生基材吹付工

集排水路工

集水桝工
高密度ポリエチレン波状管

直 接 工 事 費 計 直 接 工 事 費 計 直 接 工 事 費 計

工 事 費
用地追加買収

（諸経費 79 ％込み） 改め 工 事 費 （諸経費 79 ％込み） 改め 工 事 費 （諸経費 ％込み） 改め

㎡ 用地追加買収 ㎡

工 事 費 合 計 22,969 ( 1.00 ) 工 事 費 合 計 23,050 ( 1.00 ) 工 事 費 合 計

経 済 性 ： 吹付枠工がネット工と比較すると高価なため、工費は高くなるが、鉄筋挿入 経 済 性 ： ネット工が比較的安価なため、工費は安くなる。鉄筋挿入工が長いため、総 経 済 性 ：

工が短いため総工費はほぼ同額である。しかし、施工条件が悪く、市場単価

外となるため実際は更に工費は高くなる。

工費はほぼ同額である。施工条件が悪いため、若干割高になるが、吹付枠工

△ ほどの影響はない。 △

施 工 性 ： 現場へ侵入するための門が小さく、小型車両しか進入出来ないため、全体的 施 工 性 ： 現場へ侵入するための門が小さく、小型車両しか進入出来ないため、全体的 施 工 性 ：

に施工性は非常に劣る。吹付枠工の吹き付けプラントを公園内に設置する場

合は、距離は短くなるが、材料搬入の能率が非常に悪くなる。公園外に設置

する場合は、材料は能率的に確保出来るが、配管距離が非常に長くなり、高
比 較 検 討 圧送による吹付が必要となり、どちらの案においても経済性への影響が大きい

施工となる。また、中詰め土のう工についても施工性は劣る。

鉄筋挿入工の施工は、単管足場等の設置がし辛い斜面であるため、施工性

を考慮してロープ足場での施工が可能な、SD工法を提案するが、一般的に施

工性は劣る。

に施工性は非常に劣る。高強度ネット工は、吹付枠工用のプラント等の必要性

がなく、軽量であるため、地形的に能率は低下しても、吹付枠工と比較すると

施工性は良い。植生基材の吹付けについては、公園外から通常の吹付が可

能である。

鉄筋挿入工の施工は、単管足場等の設置がし辛い斜面であるため、施工性

を考慮してロープ足場での施工が可能な、SD工法を提案するが、一般的に施

工性は劣る。

△ ○

安 全 性 ： 比較的剛な構造物である吹付枠工で面的に抑えるため、安定度は高いが、 安 全 性 ： 恒久構造物である高強度ネット工で面的に抑えるため、安定度は高い。植生 安 全 性 ：

植生土のうについては時間の経過と共に劣化し、徐々に流れていくことが懸念

される。長期的な維持管理が必要である。

施工は可能であるが、吹付枠工等に対して施工条件が非常に悪い。工費も更に高くな

基材は、時間の経過と共に流れることが懸念されるが、植生がネットに絡めば

△ 小規模な土砂流出についても安定度は高まる。 ○

施工条件は悪いが、比較的施工がしやすい工法である。工費も比較的安くなる傾向で

総 合 評 価
る可能性が高い。 ある。高強度・高耐久のネット工はいくつかの工種があるため、設置のしやすいものや

△ シート系の植生工と組み合わせることにより、更に土砂流出に対しての安定度の向上も ○
可能である。
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摘 要 工 種 摘 要単価(千円) 金額(千円) 単価(千円) 金額(千円) 工 種

D19 , L=4.00m/本 本 104.0 65.000 6,760
300×300 , 1.5m×1.5m ㎡ 233.0 19.000 4,427

袋 895.0 0.800 716

PU-300×300 m 9.6 12.000 115

800×800×1000 箇所 1.0 85.000 85

φ600 m 60.8 12.000 729

12,832

22,969

D19 , L=5.00m/本 本 104.0 86.000 8,944
φ3.2mm , #143×83 ㎡ 233.0 9.300 2,166

t=3cm ㎡ 233.0 3.600 838

PU-300×300 m 9.6 12.000 115

800×800×1000 箇所 1.0 85.000 85

φ600 m 60.8 12.000 729

12,877

23,050
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図 4 工法選定図(設計箇所③)   【出典】落石対策便覧 H12.6 (社)日本道路協会 p.93 
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図 5 設計箇所① 第 1案 吹付枠工＋鉄筋挿入工 対策工平面図 
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図 6 設計箇所① 第 1案 吹付枠工＋鉄筋挿入工 対策工標準断面図 
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図 7 設計箇所① 第 2案 高強度ネット工＋鉄筋挿入工 対策工平面図 
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図 8 設計箇所① 第 2案 高強度ネット工＋鉄筋挿入工 対策工標準断面図 
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図 9 設計箇所② 第 1案 吹付枠工＋鉄筋挿入工 対策工平面図 
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図 10 設計箇所② 第 1案 吹付枠工＋鉄筋挿入工 対策工標準断面図 
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図 12 設計箇所② 第 2案 高強度ネット工＋鉄筋挿入工 対策工標準断面図 
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図 13 設計箇所③ 覆式落石防護網工 対策工平面図 
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(仮称)扇湖山荘実施設計策定業務委託 

― 報 告 書 ― 
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[1-2] 地質調査概要 

平成 25 年 3 月 

鎌 倉 市 市 役 所 

三 井 共 同 建 設 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 
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第1章 調査概要 

(1)業 務 件 名：(仮称)扇湖山荘実施設計策定業務委託 

(2)業 務 地 名：鎌倉市鎌倉山一丁目 21 番 地内 

(3)業 務 期 間：平成 24年 12 月 28日～平成 25 年 3 月 22 日(調査位置を図 1.1に示す。) 

(4)調査の目的： 

本地質調査は、鎌倉市鎌倉山一丁目 21 番 地内の法面防護を行うにあたり、法面防護に係

る設計に必要な地質構成等を把握するためのボーリング調査を行うことを目的とする。 

(5)調査内容： 

①当初数量 

機械ボーリング(φ86mm) 深さ 10m×2 箇所＝計 20m

標準貫入試験      7 回×2箇所   ＝計 14 回

②実施数量 

機械ボーリング(φ66mm) 深さ 10m×1 箇所＝ 10m

深さ 13m×1 箇所＝ 13m

計    ＝ 23m

標準貫入試験      13 回×1箇所   ＝  13 回

10 回×1箇所  ＝  10 回

計    ＝ 23 回

(6)発 注 者：鎌倉市 都市整備部 公園課 

(7)受 注 者：三井共同建設コンサルタント株式会社 

- 1 -
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(9)調 査 数 量：表 1～表 2 に示す。 

表 1 機械ボーリング実施数量 

ボーリング番号
機械ボーリング(m)

粘土・シルト 砂・砂質土 礫混じり土 玉石混じり土 
固結シルト 計

(m)

No.1

No.2

計

： 当初数量

： 変更数量

ボーリング番号

表 2 標準貫入試験実施数量 

標準貫入試験(回)

粘土・シルト 砂・砂質土 礫混じり土 玉石混じり土 
固結シルト 計

(回)

No.1

No.2

計

当初(φ86mm)
実施(φ66mm)

： 当初数量

： 変更数量

(参考) 

名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要
土質ボーリング 深度50m以下  φ86mm 20 352,000

固結ｼﾙﾄ・固結粘土 鉛直方向 0 0 建設物価 12.11 P837
深度50m以下  φ66mm
砂・砂質土 鉛直方向

標準貫入試験

資機材運搬

特殊車運搬
(クローラー)
人肩運搬 50m超100m以下 0 0

1.3 96,850 建設物価 12.11 P837
小計 512,947

513,600
653

： 当初数量・金額

： 変更数量・金額

※足場仮設を設置しているので、足場仮設(平坦足場 52,700円/箇所×2＝105,400円)分も増

- 2 -

固結粘土
当初(φ86mm) 
実施(φ66mm)

---
8.90

---
4.25

---
- - -

---
- - -

10.00
---

10.00
13.15

当初(φ86mm) 
実施(φ66mm)

---
2.20

---
7.80

---
- - -

---
- - -

10.00
---

10.00
10.00

当初(φ86mm) 
実施(φ66mm)

0.00
11.10

0.00
12.05

0.00
0.00

0.00
0.00

20.00
0.00

20.00
23.15

- - -
8

- - -
5

- - -
- - -

- - -
- - -

10
---

10
13

当初(φ86mm)
実施(φ66mm)

- - -
2

- - -
8

- - -
- - -

- - -
- - -

10
---

10
10

当初(φ86mm)
実施(φ66mm)

0
10

0
13

0
0

0
0

20
0

20
23

固結粘土

ｍ 17,600

ｍ
0
23
11,500

0
264,500 建設物価 12.11 P837

固結ｼﾙﾄ・固結粘土

粘土・シルト

砂・砂質土

ｍ
14
0
9,360

131,040 
0 建設物価 12.11 P837

ｍ
0
10

5,540
0

55,400 建設物価 12.11 P837

ｍ
0
13

7,450
0

96,850 建設物価 12.11 P837
４ｔトラック（2.9t吊 ｸﾚｰﾝ付)

日
1
0
11,317

11,317
0 建設物価 12.11 P837

総運搬距離 100m以下
ｔ

1.3
0
14,300

18,590
0 建設物価 12.11 P837

ｔ 74,500
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図 1.1 ボーリング位置図
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ボーリングロッド

第2章 調査方法 

2.1 機械ボーリング 

2.1.1 ボーリング 

ボーリングは、図 2.1に示すロータリー式試錐機を用い、口径φ66mm のコアチューブによっ

て、予定深度まで鉛直に掘削した。 

また、表層部の崩壊性の地層に対しては、孔壁保護パイプを挿入して孔壁の保護と地層の誤

認がないように留意した。さらに、毎日の作業開始時と終了時に孔内水位を測定した。 

なお、地質判定の一助として掘削時におけるビット給圧・回転数・送水量、スライムの状態

や色調等の諸条件を詳細に観察した。 

ボーリングの検尺深度は、調査目的を十分勘案し、監督員と協議のうえ決定した。掘削完了

後は、埋め戻しを完全に行い原形復旧に努めた。 

今回のボーリング調査においては、ロータリー式ボーリングマシン（油圧式）を用いて掘削

を行い、N 値と RQD 等、基盤の支持層の確認を行った。また、地下水の有無や深度を確認し、試

料を採取するオールコアリングとして、調査を行った。 

ウォ ー タ ー ス イ ベ ル

ワ イ ヤ ー ロー プ
櫓 （鋼 製 又 は 木 製 ）

ウイ ンチ

ボ ー リン グマ シ ン

デ リバ リー ホ ー ス

エ ンジ ン
ボ ー リン グポ ン プ

手 す り
エ ンジ ン

足 場 板

パ イプ 足 場

サ ク シ ョンホ ー ス

掘 削 用 水
（清 水 又 は 泥 水 ）

コア チ ュ ー ブ

リー マ ー

メタ ル ク ラ ウ ン
又 は ダ イヤ ビ ツ ト

GT- 02

図 2.1 ロータリー型ボーリングマシン一般図 
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ケ ー シ ン グ パ イプ
又 は ドラ イ ブ パ イプ
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貫
入
量

（
ｃ
ｍ
）

2.1.2 標準貫入試験 

標準貫入試験は、ボーリング孔を利用し、原位置における土の硬軟、締まり具合等の力学特

性を把握する目的で実施した。 

試験方法は、ロッドの先端にレイモンドサンプラーを取り付け、スライムを除去した後、孔

底まで下ろし、63.5kg のハンマー（モンケン）を 75cm の高さから自由落下させ、30cm 貫入に

要する打撃回数をＮ値として記録するものである。なお、本試験は”JIS A 1219”に準拠し、

ハンマー
63.5Kg

ノッキングヘッド

巻き上げ装置

滑車

自由落下装置

ハンマー巻き上
げ用ロープ

鉄 鎖

ロッドカップリング

ノッキングヘッド

標準貫入試験用
サンプラー

グ孔
底

ハンマー
63.5Kg

シュー スプリットバレル コネクターヘッド

水抜き孔 ボーリングロッド

原則として 1m毎に実施し、打撃回数の上限を 50回とし、10cm 毎の打撃回数を記入した（エラ 

ー! 参照元が見つかりません。）。 

図 2.2 標準貫入試験の装置概略図 
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自由落下
高さ75cm

ケーシング

ボーリング孔

ボーリングロッド

ボーリン
孔
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第3章 調査結果 

3.1 機械ボーリング 

ボーリング掘削によって採取したコア試料は、土砂部では硬さ・粒度・色調・含水等を、岩盤

部ではコアの硬軟・割れ目の状況・コア形状・風化・変質状況等を目視観察し、土質・地質区分

を行なった。 

以下にボーリング結果を示す。 

【Ｎo.1】孔口標高：37.11ｍ  掘進長：13.45ｍ  孔内水位：GL-8.05ｍ 

・ 深度 0.00～2.00ｍ（表土・崖錐堆積物） 

黒色を呈するシルトよりなる。表層 10cm には草根が混入している。シルトは比較的均質で、

指圧にて容易に凹む。N値 3。 

・ 深度 2.00～7.30ｍ（崖錐堆積物） 

暗褐色を呈する粘土よりなる。粘土層上位にはφ2ｍｍ程度の礫を混入している。下位は

細粒砂分を含んでいる。深度 4.50ｍ以深の粘土は見かけ含水比が高く、指圧にて容易に凹

む状態にある。N値 3～6。 

・ 深度 7.30～8.90ｍ(崖錐堆積物) 

暗褐色を呈する砂混じりシルトよりなる。見かけ含水比は中位。全体に細粒砂を含んでい

る。φ5～10ｍｍの軟質な礫を少量混入している。N値 9～12。 

・ 深度 8.90～13.45ｍ（基礎地盤）

暗褐～淡褐灰色を呈する砂岩よりなる。砂岩は細粒砂岩が主体である。全体に固結度が低

く、コアは指圧にて容易に崩れ、砂状を呈する。φ5～10ｍｍの軟質な礫を少量含んでいる。

部分的に粘土分を含んでいる。深度 12.8ｍ以深は軽石粒を含み、やや粗粒である。N 値 12

～47。 

【Ｎo.２】孔口標高：45.48ｍ  掘進長：10.23ｍ  孔内水位：なし 

・ 深度 0.00～2.20ｍ（盛土・崖錐堆積物） 

暗褐色を呈する粘土よりなる。見かけ含水比が高く、非常に軟質である。深度 1.5ｍ以深

にビニール片が混入している。N値 2。 

・ 深度 2.20～5.10ｍ（基礎地盤） 

暗褐～淡褐色を呈する砂岩よりなる。砂岩は細粒砂岩で固結度は低い。コアは指圧にて容

易に崩れ、砂状を呈する。深度 2.20～3.00ｍにかけてφ10ｍｍ程度の軟質な亜角礫を混入

している。N値 15～24。 

・ 深度 5.10～10.23ｍ（基礎地盤） 

暗褐色を呈する砂岩よりなる。深度 5.70ｍまで細粒砂岩が主体である。それ以深は微細

粒～細粒砂岩からなる。深度 5.10～5.75ｍ、深度 9.30～10.23ｍにかけては中～粗粒砂岩

からなる。深度 9.30～10.00ｍ付近にかけてφ5～10ｍｍの軽石礫が混入している。    

深度 9.50ｍ付近にφ50ｍｍの軽石質凝灰岩礫を混入している。N値 50 以上。

- 6 -
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【ボーリング№1】

柱 状 図 コ ア 写 真

8.90m

調 査 位 置

図 3.1 ボーリング結果(No.1) 
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表土・崖錐堆積物

砂 岩
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【ボーリング№2】

柱 状 図 コ ア 写 真

2.20m

表土・崖錐堆積物

砂 岩

調 査 位 置

図 3.2 ボーリング結果図（№2） 
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(仮称)扇湖山荘実施設計策定業務委託 

― 報 告 書 ― 

【第 1編 共通編】 

[1-3] 測量概要 

平成 25 年 3 月 

鎌 倉 市 市 役 所 

三 井 共 同 建 設 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 
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第1章 測量概要 

(1)業 務 件 名：(仮称)扇湖山荘実施設計策定業務委託 

(2)業 務 地 名：鎌倉市鎌倉山一丁目 21 番 地内 

(3)業 務 期 間：平成 24年 12 月 28日～平成 25 年 3 月 22 日 

(4)測量の目的： 

本測量は、鎌倉市鎌倉山一丁目 21 番 地内の法面防護を行うにあたり、法面防護に係る設

計に必要な測量を行うことを目的とする。 

(5)測量内容： 

1.地形測量

① 現況測量      設計箇所① 35m×60m=2100 ㎡  

設計箇所② 40m×60m=2400 ㎡  

設計箇所③ 10m×30m= 300 ㎡ 

合計 4800 ㎡

2.路線測量

① 縦断測量      0.13km 

② 横断測量      0.27km 

③ 仮 BM設置測量    0.15km 

(6)発 注 者：鎌倉市 都市整備部 公園課 

(7)受 注 者：三井共同建設コンサルタント株式会社 
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第2章 測量結果 

測量結果として、現況地形図、縦横断図を次頁にそれぞれ示す。

- 2 -
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